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秋
学
期
が
始
ま
っ
た
。
夏

休
み
は
、
春
学
期
の
成
果
を

確
か
め
、
実
り
の
秋
を
迎
え

る
為
の
重
要
な
期
間
で
あ

る
。
地
区
別
教
育
懇
談
会
、

各
種
の
実
習
や
研
修
会
、
ま

た
集
中
講
義
等
。そ
し
て
、館

友
全
国
大
会
、
卒
業
生
教
員

と
の
懇
談
会
等
々
。
倉
田
山

を
巣
立
っ
た
先
輩
た
ち
は
、

か
つ
て
の
学
舎
を
母
館
と
呼

ぶ
▼
創
立
百
三
十
周
年
・
再

興
五
十
周
年
は
、
奇
し
く
も

古
事
記
撰
上
千
三
百
年
と
重

な
る
。
古
事
記
は
、
日
本
の

原
質
を
物
語
る
。「
五
十
鈴

宮
」（
皇
大
神
宮
）
御
鎮
座
の

地
に
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
、

今
、改
め
て
噛
み
し
め
た
い
。

交
流
協
定
に
基
づ
く
中
国
人

留
学
生
た
ち
が
、
九
月
卒
業

生
・
修
了
生
と
し
て
、
進
学
、

就
職
を
す
る
。
二
年
な
い
し

四
年
間
の
蓄
積
を
活
か
し
、

両
国
の
真
の
架
橋
と
な
っ
て

欲
し
い
▼
今
年
の
倉
陵
祭
の

テ
ー
マ
は
「
進
〜
す
す
む

〜
」。高
村
光
太
郎「
道
程
」の

一
節
に
「
僕
の
前
に
道
は
な

い
／
僕
の
後
ろ
に
道
は
出
来

る
」
と
あ
る
。
私
た
ち
は
、

常
に
地
図
の
な
い
道
を
歩
み

続
け
る
。
そ
し
て
、
い
つ
か

人
知
を
超
え
た
自
然
や
神
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

る
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
人
の

よ
う
に
、
遠
い
道
程
を
歩
く

自
ら
を
叱
咤
し
、「
気
魄
を
僕

に
充
た
せ
よ
」
と
い
う
神
へ

の
祈
り
と
同
時
に
、
今
を
生

き
、
学
べ
る
こ
と
の
感
謝
の

心
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

倉
田
山

　

九
月
二
十
一
日
、
記
念
講
堂
に
お
い
て
古
事
記
撰
上
千
三
百
年
を
寿
ぐ
記
念
行
事

が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
約
四
百
名
の
学
生
と
教
職
員
が
集
い
、『
古
事
記
』
編
纂

の
意
義
と
本
学
の
建
学
の
精
神
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
起
源
や
世
界
観
に

つ
い
て
改
め
て
思
い
を
馳
せ
る
一
日
と
な
っ
た
。

　

午
前
九
時
に
始
ま
っ
た
記

念
行
事
で
は
、
最
初
に
祭
典

が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

天
照
坐
皇
大
御
神
を
ご
祭

神
と
し
て
修
祓
、降
神
の
儀
、

献
饌
と
進
ん
だ
後
、
斎
主
を

務
め
た
本
澤
雅
史
教
授
が
祝

詞
を
奏
上
。
雅
楽
部
に
よ
り

浦
安
の
舞
が
奉
奏
さ
れ
る
と

拝
礼
、
撤
饌
、
昇
神
の
儀
と

続
き
、厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、

祭
典
は
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ

た
。

　

十
時
か
ら
は
、
語
り
部
・

平
野
啓
子
氏
に
よ
る
古
事
記

の
語
り
が
行
わ
れ
た
。
平
野

氏
は
大
阪
芸
術
大
学
放
送
学

科
教
授
、
武
蔵
野
大
学
非
常

勤
講
師
を
務
め
な
が
ら
〈
語

り
部
・
か
た
り
す
と
〉
と
し

て
数
々
の
テ
レ
ビ
番
組
や
舞

台
で
活
躍
中
。
日
本
の
文
化

や
日
本
語
の
美
し
さ
を
紹
介

す
る
な
ど
語
り
の
世
界
に
新

境
地
を
開
き
、
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
雅
な
衣
装
を
身

に
ま
と
っ
た
平
野
氏
は
古
事

記
に
登
場
す
る
神
々
、
イ
ザ

ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

に
扮
し
、
国
生
み
の
場
面
を

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
熱
演
。
原

文
、
現
代
語
訳
の
合
間
に
ユ

ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
を

織
り
交
ぜ
た
わ
か
り
や
す
い

語
り
に
、
学
生
た
ち
も
じ
っ

と
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

後
半
は
、
本
学
大
学
院
文

学
研
究
科
の
毛
利
正
守
特
命

教
授
に
よ
る
「
古
事
記
の
構

想
か
ら
見
る
天
照
大
御
神
」

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
毛
利

教
授
は
古
事
記
の
記
述
を
読

み
解
き
な
が
ら
、
歴
代
天
皇

に
継
承
さ
れ
る
三
種
の
神
器

の
一
つ
〈
鏡
〉
の
存
在
に
つ

い
て
言
及
。
鏡
が
天
照
大
御

神
自
ら
の
御
霊
代
と
し
て
伊

勢
神
宮
・
内
宮
に
祀
ら
れ
日

本
人
の
精
神
的
な
支
柱
と
し

て
長
く
受
け
継
が
れ
て
い
る

一
方
で
、
鏡
と
は
別
に
天
照

大
御
神
の
血
統
を
継
い
だ
天

孫
・
邇
邇
芸
命
が
天
か
ら
降

り
、
そ
の
血
統
が
天
皇
へ
と

つ
な
が
っ
て
日
本
の
統
治
が

連
綿
と
続
い
て
い
る
と
い
う

二
つ
の
流
れ
が
古
事
記
の
中

で
し
っ
か
り
語
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
見
据
え
て
お
く
べ
き

と
解
説
し
た
。
な
お
、
平
野

氏
に
お
い
て
は
ご
多
忙
の
と

こ
ろ
同
講
演
を
聴
講
し
て
い

た
だ
い
た
。
今
後
、
古
事
記

の
語
り
部
と
し
て
益
々
の
ご

古
事
記
撰
上
千
三
百
年
記
念
行
事
を
開
催

国
生
み
神
話
の
世
界
に
浸
る

活
躍
を
お
祈
り
し
た

い
。

　

神
道
学
科
三
年
の

草
地
志
保
美
さ
ん
は

平
野
氏
の
語
り
に
つ

い
て
「
意
訳
や
現
代

訳
を
交
え
て
語
ら
れ

て
い
た
の
で
と
て
も

わ
か
り
や
す
か
っ

た
」
と
言
い
、
国
史

学
科
三
年
の
松
本
一
成
君
も

「
物
語
調
だ
っ
た
の
で
堅
苦

し
く
な
く
、
ま
た
、
現
代
に

通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
す

ん
な
り
頭
に
入
っ
て
き
た
」

と
話
し
て
い
た
。
毛
利
教
授

の
講
義
に
つ
い
て
神
道
学
科

三
年
の
林
駿
君
は
「
日
本
書

紀
と
違
う
部
分
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
、興
味
深
か
っ
た
」

と
感
想
を
語
っ
て
い
た
。

六
二
四
名
の
研
究
者

六
二
四
名
の
研
究
者
がが
参
加
参
加

日
本
宗
教
学
会
第
七
十
一
回
学
術
大
会

　

九
月
七
日
か
ら
九
日
に
か
け
、
日
本
宗
教
学
会
第
七
十

一
回
学
術
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
学
会
の
本
学
で
の
開

催
は
二
十
八
年
ぶ
り
で
、
新
装
な
っ
た
六
号
館
、
七
号
館

を
中
心
会
場
と
し
、
全
国
の
大
学
等
の
研
究
者
ら
六
二
四

名（
う
ち
日
本
宗
教
学
会
会
員
五
五
〇
名
）が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。

　

大
会
初
日
の
九
月
七
日
に

行
わ
れ
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
た
め
さ
れ
る
宗
教
の
公

益
」
は
「
三
・
一
一
震
災
後
、

復
興
に
向
か
っ
て
各
地
で
明

る
い
動
き
が
あ
る
な
か
で
、

災
害
の
そ
の
時
に
臨
ん
だ
宗

教
、
あ
る
い
は
ま
た
復
興
の

時
に
臨
ん
で
い
る
宗
教
の
社

会
的
役
割
を
〝
公
益
〞
と
い

う
観
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
問

い
か
け
て
み
た
い
」（
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
趣
旨
説
明
よ
り
）
と

い
う
狙
い
か
ら
行
わ
れ
た
も

の
で
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
稲
場

圭
信
先
生（
大
阪
大
学
）、
岡

田
真
美
子
先
生
（
兵
庫
県
立

大
学
）、
小
原
克
博
先
生（
同

志
社
大
学
）、鈴
木
岩
弓
先
生

（
東
北
大
学
）、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
に
中
牧
弘
允
先
生
（
国

立
民
族
学
博
物
館
）を
招
き
、

本
学
の
櫻
井
治
男
教
授
が
モ

デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
聴

衆
は
約
二
百
十
名
に
の
ぼ

り
、
先
生
方
の
学
界
最
前
線

の
発
表
に
熱
心
に
聞

き
入
る
姿
が
見
ら
れ

た
。

　

大
会
二
日
目
と
三

日
目
の
研
究
発
表
で

は
個
人
発
表
（
二
六

五
名
）
と
パ
ネ
ル
発

表（
パ
ネ
ル
数
十
九
、

発
表
者
七
十
八
名
）
が
行
わ

れ
、
本
学
関
係
者
で
は
文
学

部
の
白
山
芳
太
郎
教
授
、
現

代
日
本
社
会
学
部
の
板
井
正

斉
准
教
授
、
神
道
研
究
所
の

山
口
剛
史
助
手
、
院
生
の
グ

ェ
ン
ド
リ
ン
氏
、
神
守
昇
一

氏
、
研
究
生
の
松
田
佳
恵
子

氏
が
日
頃
の
研
究
成
果
を
発

表
し
た
。
な
お
、
期
間
中
、

神
道
博
物
館
で
の
特
別
展
示

（
テ
ー
マ
）、
祭
式
教
室
見
学

が
あ
り
、
十
日
は
神
宮
・
朝

熊
山
を
巡
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
も
実
施
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
大
会
運
営
に
当

っ
て
は
、
大
学
当
局
か
ら
ご

協
賛
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

多
数
の
教
職
員
や
学
生
の
ご

助
力
を
い
た
だ
き
、
大
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
予
定
通
り
滞

り
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
回
の
学
術
大
会
の

開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
た
い
。 

文
責　

河
野　

訓

本
学
開
催
は
二
十
八
年
ぶ
り

／

／

●今号の注目記事
1 面

古事記撰上千三百年
記念行事を開催
2 面
〈皇學館デー〉を初開催
3 面
「おきつもの杜」をお披露目
4・5 面
旅は〝生きた教科書〞
　ゼミ旅行報告記　

6 面 高校・中学校

メルボルン語学研修
ともやま公園宿泊研修ほか
7 面
萼の会地区別教育懇談会開催
8 面
夏休み子どもキャンプ2012
●連載
2 面
皇學館人物列伝⑱ 後藤丹治
7 面
先輩、お元気ですか
服部清純氏
（国史学科第 2期・昭和42年卒）

大　学
大学院・専攻科・文学部・教育学部・
現代日本社会学部・社会福祉学部

高等学校・中学校
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ご
と
う 

た
ん
じ
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軍
記
研
究
の
大
家

後
藤
丹
治　

ご
と
う 

た
ん
じ

「
学
大
国
文
」が
あ
る
。
そ
の
表
題
の
揮
毫

者
は
後
藤
丹
治
で
あ
る
。

　

後
藤
は
、
中
世
の
い
わ
ゆ
る
軍
記
物
と

近
世
の
読
本
を
専
門
と
し
、
岩
波
の
日
本

古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
』
一
〜
三
、
同

『
椿
説
弓
張
月
』
上
下
を
校
注
し
て
い
る
。

後
藤
が
軍
記
物
に
ひ
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
三
重
県
立
第
四
中
学
校
（
宇
治
山

田
高
校
）
在
学
中
に
作
文
の
特
等
に
入
選

し
た
こ
と
が
契
機
で
あ
る
。
こ
の
四
中
の

作
文
懸
賞
に
は
一
橋
大
学
の
中
山
伊
知
郎

や
作
家
の
梶
井
基
次
郎
な
ど
も
入
選
し
た

伝
統
が
あ
る
。
そ
の
賞
品
と
し
て
池
辺
義

象
訳
述
『
邦
文
日
本
外
史
』
を
得
、
そ
れ

に
収
録
さ
れ
て
い
た
保
元
・
平
治
・
平
家
・

盛
衰
記
・
太
平
記
な
ど
の
軍
記
物
が
後
藤

の
心
を
捉
え
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
皇

學
館
卒
業
の
森
幹
三
郎
と
い
う
国
漢
教
師

が
使
っ
た
上
田
萬
年
編
纂
の
国
語
読
本
に

阪
正
臣
の
「
錦
の
御
旗
」
と
い
う
太
平
記

を
素
材
に
し
た
新
体
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
影
響
を
与
え
た
。

　

大
正
五
年
に
四
中
を
卒
業
す
る
が
神
宮

皇
學
館
の
試
験
に
体
格
で
不
合
格
と
な
っ

て
一
年
浪
人
し
、
翌
六
年
に
合
格
。
京
大

に
合
格
し
た
時
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
と
振

り
返
っ
て
い
る
。
皇
學
館
で
は
漢
文
を
湯

淺
廉
孫
に
、
日
本
文
法
を
次
田
潤
ら
に
習

う
。
中
で
も
鈴
木
暢
幸
の
平
家
物
語
は
時

間
の
た
つ
の
が
惜
し
い
と
思
っ
た
と
い
う

ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
い
か
に
軍
記
物
に
傾

倒
し
て
い
た
か
が
知
ら
れ
る
。
京
大
修
了

後
、
吉
澤
義
則
の
推
薦
で
着
任
し
た
東
大

史
料
編
纂
所
で
も
太
平
記
に
つ
い
て
発
表

し
、
評
価
さ
れ
て
有
栖
川
宮
学
術
奨
励
資

金
を
得
て
い
る
。

　

後
藤
は
後
年
、
岩
波
の
古
典
大
系
の
注

釈
を
担
当
す
る
が
、
古
典
の
注
釈
に
お
よ

そ
三
つ
の
段
階
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
第
一
段
階
は
現
代
語
に
言
い
換
え
る

程
度
の
注
釈
、
第
二
段
階
は
そ
の
作
品
の

成
立
し
た
時
代
の
言
語
感
覚
を
取
り
入
れ

た
注
釈
、第
三
段
階
は
作
者
の
言
語
意
識
、

表
現
意
識
に
即
し
た
注
釈
で
あ
る
。
め
ざ

す
は
第
三
段
階
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
注

釈
に
対
す
る
姿
勢
は
皇
學
館
卒
業
の
教
師

か
ら
四
中
で
教
え
を
受
け
、
ま
た
自
ら
も

皇
學
館
で
学
ぶ
と
い
う
学
び
の
循
環
が
そ

れ
を
育
ん
だ
こ
と
は
疑
い
が
な
か
ろ
う
。

同
じ
四
中
出
身
で
七
歳
年
長
の
澤
瀉
久
孝

が
『
萬
葉
集
注
釋
』
を
完
成
さ
せ
た
こ
と

に
目
標
を
お
い
た
が
昭
和
三
十
八
年
五

月
、
母
館
の
教
授
を
ち
ょ
う
ど
一
か
月
務

め
た
と
こ
ろ
で
心
臓
麻
痺
の
た
め
急
逝
し

た
。 

国
文
学
科
准
教
授　

齋
藤
平

　

大
阪
教
育
大
学
が
大
阪
学
芸
大
学
だ
っ

た
こ
ろ
創
刊
さ
れ
た
国
文
学
系
の
雑
誌
に

　

九
月
十
五
日
、
記
念
講
堂

に
お
い
て
皇
學
館
高
校
の
第

一
回
学
校
見
学
会
が
行
わ

れ
、
県
内
各
地
か
ら
中
学
三

年
生
と
そ
の
保
護
者
約
六
百

人
が
参
加
し
た
。
中
村
貴
史

校
長
は
「
本
校
は
、
学
習
と

と
も
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
熱

心
に
取
り
組
む
文
武
両
道
を

大
切
に
し
て
お
り
、
学
校
全

体
が
明
る
い
で
す
。
今
日
は

ゆ
っ
く
り
と
見
学
し
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、

多
田
真
二
教
頭
が
学
校
の
概

要
と
近
況
に
つ
い
て
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
説
明
し
、
朝
テ

ス
ト
や
学
習
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
な
ど
で
基
礎
学
力
の
習
得

を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
、
学

習
の
習
慣
づ
け
を
図
っ
て
い

る
こ
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
学

校
行
事
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
写

真
と
と
も
に
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
、
入
試
制
度
の
説

明
を
経
て
、
吹
奏
楽
部
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
。
県

代
表
と
し
て
今
年
度
も
東
海

大
会
に
出
場
し
た
同
部
は
、

「
情
熱
大
陸
」
や
「
風
に
な
り

た
い
」
な
ど
身
近
な
曲
を
迫

力
あ
る
演
奏
で
披
露
し
、
参

加
者
も
手
拍
子
で
応
え
る
な

ど
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

続
い
て
、
高
校
校
舎
へ
移

動
し
、
校
内
や
体
育
館
な
ど

を
見
学
。
中
学
生
た
ち
は
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
室
な
ど
も
あ
っ
て

設
備
が
良
い
」「
吹
奏
楽
部
の

演
奏
に
圧
倒
さ
れ
た
。
ク
ラ

ブ
活
動
が
充
実
し
て
い
る
と

感
じ
た
」
な
ど
と
語
っ
て
い

た
。
学
校
見
学
会
は
十
一
月

十
七
日
に
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
入
試
の
詳
細
に
つ
い
て

は
七
面
に
掲
載
。

県
内
各
地
か
ら
約
六
百
人
が
参
加

皇
學
館
高
校 

学
校
見
学
会

現
代
日
本
塾
を
開
催
各
界
の
第
一
人
者
を
講
師
に
定
期
開
催
さ
れ
て
い
る
現
代
日
本

塾
。
今
回
は
第
十
六
・
十
七
・
十
八
回
の
模
様
を
紹
介
す
る
。

　

五
月
三
十
一
日
、
大
阪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
顧
問
の
岡

本
栄
一
先
生
を
講
師
に
迎
え

て
、
第
十
六
回
「
現
代
日
本

塾
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

先
生
は
豊
富
な
現
場
経
験

を
踏
ま
え
て
話
を
展
開
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
一
方

的
な
奉
仕
で
は
な
く
、
一
つ

の
目
的
の
た
め
に
当
事
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
〝
対
等
な

関
係
〞
で
も
っ
て
力
を
合
わ

せ
て
解
決
に
あ
た
る
行
動
と

説
い
た
。
ほ
か
、〝
実
践
〞
の

大
切
さ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
仕
事
、
愛
す
る
こ
と

の
意
味
な
ど
、
貴
重
な
提
言

を
い
た
だ
い
た
。

　

六
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ

た
第
十
七
回「
現
代
日
本
塾
」

で
は
大
阪
人
間
科
学
大
学
教

授
の
片
寄
俊
秀
先
生
が
講
演

を
行
っ
た
。

　

先
生
は
「
黒
塀
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
「
ぼ
う
さ
い
朝
市
」

な
ど
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

　

七
月
十
九
日
、
産
経
新
聞

厚
生
文
化
事
業
団
の
片
山
宣

博
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
第

十
八
回
「
現
代
日
本
塾
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　

先
生
は
福
祉
施
設
の
運
営

を
通
じ
て
痛
感
し
た
こ
と
と

し
て
、「
障
が
い
の
あ
る
人
が

暮
ら
し
や
す
い
街
＝
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
街
」
で
あ
る

と
講
演
。
地
域
に
お
け
る
福

祉
施
設
や
専
門
職
の
役
割
、

現
場
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
学
生
か
ら
の
質
問
に

も
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ

き
、
学
生
、
教
職
員
と
も
ど

も
深
く
感
銘
を
受
け
た
。

第
十
七
回

地
域
も
大
学
も
元
気
に
す
る

〝
ま
ち
づ
く
り
へ
の
学
生
参
加
〞

講
師
●
片か

た

寄よ
せ

俊と
し

秀ひ
で

先
生

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

第
十
六
回W

ith

に
生
き
る
、With

を
生
き
る

講
師
●
岡お

か

本も
と

栄え
い

一い
ち

先
生

〝
対
等
な
関
係
〞で
問
題
解
決

第
十
八
回
障
が
い
の
あ
る
人
と
共
に
生
き
る

　

施
設
と
地
域
の
新
た
な
関
係
を
目
指
し
て　

講
師
●
片か

た

山や
ま

宣の
ぶ

博ひ
ろ

先
生

地
域
福
祉
の
実
践
を
考
え
る

先
進
的
な
事
例
を
紹
介
し
な

が
ら
大
学
と
地
域
と
の
連
携

が
大
切
と
熱
弁
。「
ま
ち
づ
く

り
は
人
づ
く
り
の
道
場
で
あ

る
」
と
語
り
、
地
域
を
活
性

化
す
る
取
り
組
み
を
通
じ
て

学
生
も
成
長
し
、
商
店
街
が

研
究
テ
ー
マ
と
な
る
材
料
に

あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

力
説
し
た
。
折
し
も
、
本
学

は
今
年
度
の
「
全
国
ま
ち
づ

く
り
カ
レ
ッ
ジ
」
の
開
催
校

に
決
定
し
て
い
る
（
開
催
日

は
十
一
月
十
七
日
、
十
八
日

の
二
日
間
）。実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ

か
の
学
生
に
と
っ
て
も
〝
自

分
た
ち
で
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
と
は
何
か
〞
を
考
え
る
絶

好
の
機
会
と
な
っ
た
。

　

大
学
、高
校
、中
学
校
が
個

別
に
行
っ
て
き
た
学
校
説
明

会
と
講
演
会
を
共
同
で
開
こ

う
と
企
画
さ
れ
た
〈
皇
學
館

デ
ー
〉。広
報
活
動
を
一
元
化

す
る
こ
と
で
効
率
的
か
つ
戦

略
的
な
情
報
発
信
が
で
き
る

と
と
も
に
、〈
皇
學
館
〉
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
強
化
す
る
狙
い

も
あ
る
。

　

十
三
時
か
ら
始
ま
っ
た
当

日
は
、
前
半
に
所
功
本
学
特

別
招
聘
教
授
に
よ
る
講
演
会

「
日
本
人
に
と
っ
て『
大
切
な

こ
と
』」が
開
催
さ
れ
た
。
か

つ
て
本
学
で
九
年
に
わ
た
り

教
鞭
を
と
っ
て
き
た
所
教
授

は
、
冒
頭
、
皇
學
館
の
特
色

に
つ
い
て
説
明
。
先
生
と
学

生
・
生
徒
の
結
び
付
き
が
強

い
こ
と
や
、
明
朗
で
礼
節
を

わ
き
ま
え
、
誰
に
対
し
て
も

〈
皇
學
館
デ
ー
〉を
初
開
催

〈
皇
學
館
デ
ー
〉を
初
開
催

講
演
＋
合
同
学
校
説
明
会
を
実
施

き
ち
ん
と
挨
拶
が
で
き
る
と

い
っ
た
日
本
人
と
し
て
当
た

り
前
の
所
作
が
自
然
に
身
に

付
く
学
風
で
あ
る
こ
と
を
力

強
く
語
っ
た
。
ま
た
、
明
治

天
皇
が
ま
と
め
ら
れ
た
「
教

育
勅
語
」
を
取
り
上
げ
、
祖

先
た
ち
が
守
り
伝
え
て
き
た

道
義
道
徳
を
大
切
に
す
る
日

本
人
の
美
徳
、
優
れ
た
国
柄

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
た
。

　

講
義
終
了
後
、
学
校
説
明

会
が
実
施
さ
れ
た
。
各
担
当

者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用

い
な
が
ら
施
設
・
設
備
な
ど

の
教
育
環
境
や
入
試
概
要
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
。
会
場

に
は
進
学
相
談
ブ

ー
ス
、
先
輩
相
談

ブ
ー
ス
も
設
け
ら

れ
、
参
加
者
は
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
ク

ラ
ス
の
雰
囲
気
な

ど
、
熱
心
に
問
い

合
わ
せ
る
姿
が
見

ら
れ
た
。

　

皇
學
館
中
学
校

を
志
望
し
て
い
る

と
い
う
津
市
内
の

母
子
は
祖
母
か
ら

勧
め
ら
れ
た
と
い

い
、「
英
語
教
育
に

力
を
注
い
で
い
る

と
聞
い
た
。
将
来
は
留
学
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
の
で
、

今
日
は
授
業
の
様
子
な
ど
を

質
問
し
に
来
た
」と
話
し
た
。

教
師
を
め
ざ
し
て
い
る
と
い

う
亀
山
市
内
に
住
む
男
子
生

徒
は
高
校
の
先
生
か
ら
推
薦

が
あ
っ
た
と
語
り
、
父
親
は

「
皇
學
館
高
校
と
野
球
の
練

習
試
合
を
し
た
こ
と
が
あ

り
、
部
員
た
ち
の
礼
儀
正
し

さ
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
学
風
な
ら
確
か
だ
と

思
っ
た
」
と
息
子
さ
ん
の
進

学
を
応
援
し
た
い
と
話
し

た
。

　

七
月
二
十
九
日
、津
駅
前
の「
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
津
」に
お
い
て
皇
學
館
大
学
・

高
校
・
中
学
校
合
同
の
学
校
説
明
会
と
講
演
会
に
よ
る〈
皇
學
館
デ
ー
〉が
開
催
さ
れ
た
。

初
め
て
の
試
み
な
が
ら
、
当
日
は
本
学
園
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
児
童
・
生
徒
と
保
護

者
、
五
十
組
ほ
ど
が
来
場
。
真
剣
な
表
情
で
担
当
者
の
話
を
聞
い
た
り
、
相
談
し
た
り

す
る
光
景
が
見
ら
れ
た
。
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本
学
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
伊
勢
市
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
〝
地
元

愛
〞
を
町
づ
く
り
に
活
か
す
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
伊
勢
市
役
所
の
方
々

に
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
や
伊
勢
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

広
報
広
聴
課
で
は
、
市
の
様
々
な
情

報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
広
報
紙

「
広
報
い
せ
」
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
Ｆ
Ｍ
放
送
に
よ

る
情
報
発
信
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
広
聴
業
務
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お

聴
き
す
る「
市
民
の
声
」を
受
け
付
け
、

市
政
の
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
法
律

相
談
な
ど
の
相
談
事
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
末
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
行
政
チ

ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て
、
伊
勢
市
河
崎
に

住
ん
で
い
る
外
国
人
落
語
家
の
桂
三
輝

さ
ん
が
、
市
内
の
キ
ラ
リ
と
輝
い
て
い

る
も
の
を
見
つ
け
て
紹
介
す
る
「
桂
三

輝
の
伊
勢
で
一
席
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
始

め
ま
し
た
。
行
政
特
集
番
組
と
共
に

「You Tube

」
へ
ア
ッ
プ
し
、
英
語
の

字
幕
も
付
け
て
海
外
へ
も
発
信
し
て
い

ま
す
。
ま
た
観
光
情
報
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
ご
遷
宮
に
向
け
てFacebook

の
活
用
も
始
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
下
さ
い
。

　

情
報
化
社
会
は
、
ま
す
ま
す
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
進
ん
で
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
な

が
ら
、
従
来
の
取
り
組
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、広
報
紙
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
充
実

と
有
効
活
用
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
い

情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
内
容
を
充

実
し
、情
報
共
有
・
市
民
の
方
の
市
政
へ

の
参
加
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

学
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

伊
勢
市
に
お
住
ま
い
の
方
だ
け
で
な
く

市
外
に
お
住
ま
い
の
方
か
ら
も
、
若
い

視
点
で
感
じ
た
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ

い
。
縁
の
あ
る
方
が
ま
ち
の
魅
力
を
誇

り
に
感
じ
、
自
信
を
持
っ
て
語
れ
る
よ

う
に
、
よ
り
よ
い
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

若
い
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
!

　
〈
三
重
か
ら
み
え
る
未
来

の
絆
〉
を
テ
ー
マ
に
「
第
二

十
一
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
み
え
」
が

九
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ

た
。
本
学
は
二
日
目
、
三
十

日
の
会
場
と
な
っ
て
お
り
、

当
日
は
台
風
17
号
の
接
近
に

よ
り
午
後
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
は
中
止
と
な
っ
た
も
の

の
午
前
の
分
科
会
は
決
行
。

一
般
の
方
二
二
八
名
が
参
加

し
た
。

　

本
学
で
の
分
科
会
は
六
つ

の
教
室
に
分
か
れ
行

わ
れ
た
。
現
在
取
り

組
ま
れ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
市
民
活
動

に
お
け
る
課
題
に
正

面
か
ら
向
き
合
い
、

将
来
に
つ
な
げ
て
い

く
の
が
狙
い
だ
。
そ

の
一
つ
、七
三
二
教

室
で
開
か
れ
た
分
科

会
で
は
「
わ
れ
ら
高
校
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
団
!
」

と
題
し
高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
く
た

め
に
必
要
な
仕
組
み
づ
く
り

や
仕
掛
け
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。
高
校
生
に
対

象
を
絞
っ
た
理
由
に
つ
い

て
、「
素
地
を
培
い
た
い
」
と

語
る
の
は
、
本
大
会
の
実
行

委
員
で
同
会
の
司
会
を
務
め

た
現
代
日
本
社
会
学
部
の
守

本
友
美
教
授
だ
。「
人
と
関
わ

り
、
つ
な
が
る
楽
し
さ
を
高

校
生
の
時
に
少
し
で
も
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
、
や
が
て
大

学
生
や
社
会
人
と
な
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と
思

っ
た
時
に
す
ぐ
実
行
に
移
し

や
す
い
と
思
う
ん
で
す
」。加

え
て
、「
人
の
役
に
立
ち
た
い

と
い
う
意
欲
を
支
え
る
人

材
・
仕
組
み
を
組
織
と
し
て

き
ち
ん
と
位
置
づ
け
る
こ
と

が
必
要
」
と
も
。
そ
の
指
摘

を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
本
学

の
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
を
設

置
し
て
か
ら
登
録
者
が
二
七

五
名
と
大
幅
に
増
え
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い

人
と
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
る
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
の

存
在
が
功
を
奏
し
た
形
だ
。

ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、
社
会
福

祉
学
科
四
年
の
榎
本
恵
実
さ

ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対

し
て
介
護
や
介
助
な
ど
の
専

門
知
識
や
技
術
が
必
要
だ
と

誤
解
し
て
い
る
学
生
が
多
い

と
話
す
。「
音
楽
が
好
き
な
ら

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
整
理

係
、
子
ど
も
好
き
な
ら
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
自
分

が
で
き
る
、
や
り
た
い
と
思

う
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
て

も
ら
え
れ
ば
い
い
ん
で
す
」。

守
本
教
授
も
、
本
学
の
学
生

は
生
真
面
目
で
考
え
す
ぎ
る

傾
向
が
強
い
、
と
苦
笑
い
。

〝
と
に
か
く
や
っ
て
み
る
〞の

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
第
一

歩
と
言
え
そ
う
だ
。

まずは行動をまずは行動を!!
「全国ボランティア
フェスティバルみえ」の開催

4444年ぶりに国体代表に選抜年ぶりに国体代表に選抜
皇學館大学柔道部

　

第
六
十
七
回
国
民
体
育
大
会

柔
道
競
技
に
教
育
学
科
一
年
の

稲
田
達
哉
が
三
重
県
代
表
選
手

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
稲
田

は
第
三
十
七
回
三
重
県
体
重
別

柔
道
選
手
権
大
会
に
お
い
て
73

㎏
級
の
部
で
優
勝
し
、
代
表
の

座
を
獲
得
し
ま
し
た
。
皇
學
館

大
学
柔
道
部
か
ら
国
民
体
育
大

会
の
代
表
選
手
が
選
抜
さ
れ
た

の
は
、
四
十
四
年
ぶ
り
と
な
り

ま
す
。

　

国
民
体
育
大
会
当
日
、
三
重

県
代
表
チ
ー
ム
は
鹿
児
島
県
代

表
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
稲
田
は
次
鋒
と

し
て
出
場
し
、
全
日

本
実
業
柔
道
個
人
選

手
権
大
会
準
優
勝
の

実
力
者
、
竪
山
選
手

と
対
戦
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
勇
猛
果
敢

な
せ
め
ぎ
合
い
の

中
、両
者
譲
ら
ず「
引

き
分
け
」
と
な
り
ま

し
た
。
幾
多
も
の
惜

し
い
場
面
が
あ
っ
た

だ
け
に
悔
や
ま
れ
る

引
き
分
け
と
な
り
ま

し
た
が
、
収
穫
の
あ

る
試
合
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
皇
學

館
大
学
柔
道
部
と
し

て
、
決
し
て
納
得
の

い
く
結
果
は
出
せ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
日
々
成
長
し
て
い
く

学
生
を
目
の
当
た
り
に
し
、
少

し
ず
つ
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
皇
學
館
大
学
柔
道
部

高　

校

●
銃
剣
道
競
技（
少
年
男
子
）

　

第
7
位
入
賞

 

先
鋒　

南
端　
　

拳（
3
年
9
組
）

中
堅　

笹
山　
　

尊（
3
年
3
組
）

大
将　

長
野　

優
斗（
3
年
7
組
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技（
少
年
女
子
）

　

三
重
県
チ
ー
ム
1
回
戦
敗
退

 

中
西　

理
緒（
2
年
1
組
）

 

　

稲
葉　

美
奈（
2
年
3
組
）

 

　

川
添
麻
依
子（
1
年
2
組
）

●
卓
球
競
技（
少
年
女
子
）

　

三
重
県
チ
ー
ム
予
選
敗
退

 

八
木　

汐
里（
1
年
8
組
）

大　

学

●
柔
道
競
技（
成
年
男
子
）

　

三
重
県
チ
ー
ム
1
回
戦
敗
退　

 　
次
鋒　

稲
田　

達
哉（
教
育
学
科
1
年
）

は
、
様
々
な
人
へ
の
感
謝
の
念

を
忘
れ
ず
に
、
更
な
る
飛
躍
を

目
指
し
、
日
々
精
進
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

鞭
撻
、
ご
愛
顧
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

柔
道
部
顧
問　

佐
藤
武
尊

ぎふ清流国体（第67回国民体育大会）結果

社
会
福
祉
学
部
卒
業
記
念

「
お
き
つ
も
の
杜
」を
お
披
露
目

「
お
き
つ
も
の
杜
」を
お
披
露
目

　

残
暑
厳
し
い
八
月
二
十
六

日
、
八
号
館
前
に
お
い
て
館

友
会
全
国
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
お
き

つ
も
の
杜
」
お
披
露
目
会
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
社

会
福
祉
学
部
の
学
生
が
卒
業

を
記
念
し
て
第
一
期
生
よ
り

代
々
植
樹
し
て
き
た
十
二
本

の
樹
木
と
歌
碑
を
名
張
か
ら

移
し
整
備
し
た
も
の
。

　

お
き
つ
も（
沖
津
藻
）、
ま

た
は
、
お
く
つ
も（
奥
つ
物
）

と
は
名
張（
隠な

ば

る
）に
か
か
る

枕
詞
だ
。
敷
地
に
は
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
や
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど

学
生
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
木

木
が
並
び
、
そ
の
名
称
に
ふ

さ
わ
し
い
雰
囲
気
と
な
っ

た
。

　

お
披
露
目
会
に
は
館
友
や

教
職
員
ら
約
四
十
名
が
参

加
。
清
水
潔
学
長
の
「
母
校

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
場

所
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
言

葉
に
う
な
ず
く
姿
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
、
同
学
部
を
代
表

し
て
挨
拶
に
立
っ
た
第
一
期

生
の
古
川
愛
梨
さ
ん
は
「
形

で
は
な
く
、
精
神
が
大
事
」

と
語
り
、
名
張
で
培
っ
た
信

念
や
地
域
、
先
生
、
友
人
と

の
絆
、
つ
な
が
り
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
福
祉
の
現

場
で
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
話

し
た
。
そ
し
て
、
来
年
の
二

月
十
六
日
に
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
企

画
中
で
あ
る
こ

と
も
発
表
さ
れ

た
。「
開
催
の

折
は
、
お
き
つ
も
の
杜
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ

ん
と
再
び
会
え
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
実
行

委
員
の
ひ
と
り
、
第
六
期
生

中
條
靖
子
さ
ん
。
お
き
つ
も

の
杜
は
早
く
も
同
学
部
の
卒

業
生
に〝
帰
っ
て
く
る
場
所
〞

と
し
て
心
に
刻
ま
れ
た
よ
う

だ
。
な
お
、
名
板
の
題
字
は

第
八
期
生
で
書
家
と
し
て
も

活
躍
し
て
い
る
伊
藤
潤
一
君

の
作
で
あ
る
。

　

古
川
さ
ん
の
挨
拶
の
後
、

先
生
と
卒
業
生
た
ち
に
よ
る

記
念
植
樹
、
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
、
会
は
お
開
き
と
な
っ

た
。

　

最
後
に
、
社
会
福
祉
学
部

開
設
に
よ
せ
て
故
櫻
井
勝
之

進
元
理
事
長
が
詠
ま
れ
た
歌

を
紹
介
す
る
。「
神
風
の
伊
勢

の
学
び
の
林
を
ば
わ
か
ち
う

ゑ
た
り
根
つ
け
花
咲
け
」。

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■

お
仕
事
拝
見

お
仕
事
拝
見

／／
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　私の研究テーマは文学館や文学資
料が抱える諸問題を検討することで
す。文学作品に描かれた内容やその
作家自身について研究するのではな
く、それらが記録された資料の変遷
やその収集・整理・保存・公開のあり
方など、「モノとしての本」がど
のように残されていくのか（残
していくのか）について関心を持
っています。文学の作品研究や作家
研究ではなく、資料研究という分野
に関心を持つようになったのは、私
自身が大学で図書館情報学という学
問を専攻してきたためです。
　私のゼミでは図書館司書課程の授

業内容を踏まえつつ、図書館や文学
館と呼ばれる資料アーカイブ施設の
機能や役割について学んでいます。
文化情報資源を今日に伝え、その活
用を図ろうとするこれらの施設の特
徴を考える際には、単に資料そのも

のの取り扱い方法（収集・整理・保存・
公開）だけではなく、施設・設備の維
持管理や運営手法、利用者へのサー
ビスのあり方、図書館活動にかかわ
る法制度や歴史、さらには近年発達
の著しいコンピュータを活用した情

報検索や資料デジタル化技術など、
さまざまな切り口から考えていく必
要があります。
　より便利で効果的な図書館サービ
スが模索されている現在では、毎日
のように図書館関連の新しいニュー
スが伝わってきます。変化も激
しい分野のため、私のゼミでは
毎年少しずつテキストを入れ替

えることで、そのときに図書館業界
で話題になっているテーマをたどっ
ています。通常の司書課程の授業の
なかでは取り扱えなかった題材を深
く掘り下げながら、ゼミのみんなで
楽しく議論を行っています。

クローズアップゼミ
研究室探訪14

国文学科 助教

岡野裕行ゼミ

　

職業への意識が高まる
井 上 綾 佳

　

古代史の謎に迫った〝知の旅〞
宗 林 孝 拓

　

シンガポール人に学んだ〝伝え方〞
土 口 ふ み

　私たち岡田ゼミでは 100 ページを超える見学パ

ンフレットを作成し、「九州古代史の謎を探る」と

いうテーマで 3泊 4日の旅行を行った。 1日目は

宗像大社と香椎宮を正式参拝し、 2日目は奴国、

伊都国関係の遺跡・博物館、 3日目は大野城や大

宰府跡の見学と、太宰府天満宮の正式参拝、九州

国立博物館の見学、 4日目は磐井の墓とされる岩

戸山古墳と吉野ヶ里遺跡の見学をした。

　宗像大社辺津宮では参拝の後、本学卒業の神主

さんに神宝館を案内していただいた。筑前大島と

沖ノ島を結んだ延長線上に朝鮮半島が描かれた

「沖ノ島位置図」からは、宗像大社と朝鮮半島との

関わりの深さを実感することができ、祭祀遺跡の

出土品からは、大倭朝廷が宗像氏に行わせた古代

祭祀について知ることができた。また移動中のバ

スの中では、岡田教授から皇室と宗像氏との結び

つきについての話を聞き、古代史で宗像の地が重

要な意味を持っていたことが分かった。

　大倭朝廷が大宰府を防衛するために築かせた大

野城では、百間石垣と呼ばれる城内最大の石垣の

大きさに圧倒され、また石垣の南側には地下水を

排出するための排水口が設置されるなど、水に配

慮した当時の技術の高さを知ることができた。城

址からは大宰府を見下ろす事ができ、土塁や石垣

の陰から大宰府を守ろうとする防人たちの息遣い

が聞こえてくるかのようであった。

　毎日、夕食後は岡田教授のクイズ形式のテスト

により、一日の知識の確認を行った。さらに皇學

館大学の卒業生で現在教員をされている方のお話

を伺うこともでき、最後まで充実した時間を過ご

すことができた。

　コミュニケーション学科 豊住・川村ゼミは、9

月 9日から14日までシンガポールへ研究旅行に行

った。そこで私たちは、国際社会の縮図のような

シンガポールで、日本にはないものを味わった。

　たとえば、彼らは、コミュニケーションにおい

てまず最初に表現する。日本人特有の間接的で静

かな「察し」はなく、もっと直接的で大胆に言葉

とジェスチャーで表す。互いの英語が母語ではな

いので、とにかく聞きにくいしとても分かりにく

い。だというのに通じるのは不思議で、相手に伝

わったと思う瞬間はなんだか心がくすぐったい気

持ちになった。

　そして、彼らはどこまでも対等だった。子供だ

ろうが客だろうが外国人だろうが、そこにフィル

ターはない。自分と相手、一個人として接するの

だ。だからこそ、相手に表現することを求めるこ

とが当然で容易なのだろう。日本人からしてみれ

ばそこに気遣いはないように感じるけれど、強さ

がある。相手に伝える「強さ」だ。

　今の私達日本人はコミュニケーションを曖昧に

して、気持ちを伝えたり、議論することを忌避し

ているのではないだろうか。誤魔化したまま終わ

ってないだろうか。シンガポールの人々のように

思いを伝えること、気持ちを表現することにもっ

とチャレンジすべきだと私は思う。

　私達のゼミは自分たちの希望する職業を見学す

ることに決め、予習していた。一日目の訪問先は

皇宮警察学校である。広報の方から皇宮警察の概

要や試験の内容などの話を聞き、白バイや武道場

を見学した。人を守る仕事には覚悟と努力が必要

だと感じ、もっと勉強を頑張ろうと思った。

　二日目は、防衛省と国会議事堂、自民党本部に

行った。防衛省では記念館で防衛省の歴史や戦争

の歴史、戦時中に使用されたものを見学したりし

た。国民の安全のために厳しい訓練を行い、備え

ている自衛隊は、本当に素敵な職業だと感じた。

　国会や自民党本部は修学旅行で訪れたことがあ

ったが、大学生になってから行ってみると前提と

なる知識も豊富なのでガイドさんの話もすんなり

と頭に入り新たな知識もついた。三ツ矢のりお議

員との懇談では、今の日本の課題について詳しく

話して頂き、議会のリアルな様子も知ることがで

きた。国内だけでも多くの問題を抱えており、国

民自らが動いていくべき時代なのだと思った。

　三日目は東京証券アローズ、消防博物館、放送

博物館に行った。株取引きをシミュレーションで

行ったり、昔の消防車や試乗用の消防ヘリに乗っ

たり、昔のカメラやテープを聞いたりした。

　ゼミ旅行を通して皆との仲が深まり、行く前に

調べていたこと以外の発見もあって職業への意識

が高まった。そして、歴史を学ぶことで今を知る

ことができると、改めて実感した三日間だった。
／
／

記録媒体としての本を研究

■■■■■■■■■■■■■■■■現代日本社会学科

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■コミュニケーション学科

■■■■■■■■国史学科
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旅

講演会 【入場無料】
11月4日㈰ 13：00～（12：30開場）

山口　香氏
「柔道と人間力
　精力善用・自他共栄　」

　

開拓者の気
い

吹
ぶ き

を感じた北海道
矢 島 陽 子

　

知識と絆を深めた四日間
日 野 志 保

倉陵倉陵祭祭 開催のお知らせ
11月2日㈮～4日㈰
樽神輿・展示・模擬店など楽しいイベントがいっぱい
です。友人やご家族と、ぜひ遊びに来てください!

アーティストライブ 【入場無料・要整理券】
11月3日㈯ 18：00～（17：00開場）

LiSA
観客と一体になる
ライブパフォーマンスは圧巻。

ゼミ旅行報告記

旅は
〝生きた教科書〞

　私たち白山ゼミは、 9月12日から 9月15日にか

けて、函館、小樽、札幌と研究旅行に出かけた。私

は北海道は初めてで、気候の違い、建物の違い、文

化の違いなど、様々な違いを身をもって体験した。

　この研究旅行の中で、札幌市内に鎮座する北海

道神宮への正式参拝を行った。北海道神宮は明治

2年創建。もとは札幌神社といわれ、大国魂神、

大那牟遅神、少彦名神、明治天皇が開拓の守護神

としてお祀りされており、ご本殿は伊勢の神宮の

古材を使って造営されたという。

　神社といえば、普通は南向きに鎮座しているこ

とが一般的だが、北海道神宮に関しては、ご祭神

が開拓の守護神ということもあり、当時樺太や千

島に進出していたロシアに対する守りということ

で、敢えて北東を向いていた。末社である開拓神

社にも、武田信広命をはじめとする北海道開拓の

功労者が祀られていた。

　北海道における神社は凡そ明治の創建が多く、

歴史がそこまで古いわけではない。しかし、明治

維新を迎え、蝦夷地から北海道へと改称され、日本

の領土として再出発した当時の、尽力された方々

の気吹が今でも感じられるようであった。

　遅くまで到着を待って下さった井澤権宮司様を

始め皆様に感謝申し上げます。

平成24年度 研究旅行日程一覧
学科 引率教員 日　　程 目的地・方面
■国　内

北海道（道南・道央）
東北地方

山口・津和野・出雲・松江

丹波・丹後・因幡
信州
岩手県
京都府
金沢・富山・上越・小布施
高知
北九州地方
博多・対馬・福岡・長崎
鹿児島・下関・萩
長野・栃木・東京・神奈川
盛岡・水沢
東北地方
東京
東京
東京
東京
東京
北海道

■海　外

台湾（高雄・台南・台北）

中国（大連・旅順）

バリ島

シンガポール

グアム

シンガポール

グアム

　深津ゼミは 9 月12日から 9 月15日までの 4 日

間、長野県で中世文学の世界を味わった。小布施

や姨捨を訪れ、和歌が刻まれた石碑を見て友人と

その意味を考えたり、深津先生に解説していただ

いたりもした。他に、善光寺や諏訪大社を参拝し、

諏訪大社上社本宮では正式参拝をした。正式参拝

は緊張したが、皇學館の国文学科を卒業された先

輩が奉職されており、境内案内をしていただき、

ご由緒だけでなく社殿の造りや御柱祭などの説明

を受けた。下社秋宮では実際に参拝することで浮

かぶ疑問もあり、深津先生とご一緒に疑問を解決

できた時は嬉しかったものである。

　そんなたくさんの思い出の中で特に印象的だっ

たのは、最終日に訪れた大河原城跡である。大河

原城跡は南北朝時代に宗良親王（後醍醐天皇の皇

子）を生涯にわたってお守りした高坂高宗の居城

だ。ここはだいぶ山の中にあり、住民以外は私た

ちゼミ旅行のメンバーしかいないようなところだ

ったが、坂道を登り降りしながら山の空気を味わ

っては友人と楽しかったゼミ旅行の思い出を振り

返った。また、信濃宮神社について深津先生にわ

かりやすくご説明をしていただき、ゼミ旅行前に

調べ得た知識を深め、家に帰ってからはもう一度

じっくり宗良親王の和歌を味わった。

　そして、知識を深め研究意欲を高めるだけでな

く、 3か所全ての宿泊場所で友人と夕食前後の 2

回温泉に入って楽しんだ。友人たちと寝食を共に

し、今まで以上に絆を深めることができた素敵な

ゼミ旅行となった。

ゼミ旅行は多くのことを教えてくれる〝生きた教科書〞だ。

旅先で出会った人 と々の交流や歴史の重みを伝える史跡

旧跡、また、仲間との語らいを通して学生たちは何を学び、

感じたのか　　以下に学生の感想を紹介する。

■■■■■■■■国文学科

■■■■■■■■神道学科
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皇學館高等学校創立五十周年・皇學館中学校
創立三十五周年記念事業寄付金進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円）納入金額（円）
3 450,000 450,000

42 4,240,000 4,190,000

18 575,000 575,000

192 7,500,000 7,500,000

75 1,235,000 1,235,000

125 3,685,000 3,635,000

合　　　計 455 17,685,000 17,585,000
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翫
翫

翫
翫
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翫
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翫
翫
翫
翫
翫
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翫
翫
翫
翫
翫
翫

後
援
会
賛
助
会
員

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

同
窓
会
会
員

　

志
摩
市
と
も
や
ま
公
園
で
一
年
生
が
八
月
二
日
か
ら
一
泊

の
日
程
で
宿
泊
研
修
を
実
施
し
た
。
台
風
の
接
近
で
心
配
し

て
い
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
夕
食
の

野
外
炊
事
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
。
活
動
を
通
し
て
勉
強
だ
け
で
は
な
く
仲
間
の
大
切
さ

な
ど
集
団
生
活
に
お
け
る
様
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
だ
。

以
下
に
生
徒
の
感
想
を
掲
げ
る
。

　

結　

果

【
中
学
生
の
部
】

優　

勝

　

俵　
　

育
美
（
三
重
大
附
属
中
学
校
）

準
優
勝

　

野
内　

サ
リ
（
白
子
中
学
校
）

と
も
や
ま
公
園

と
も
や
ま
公
園
でで
宿
泊
研
修

宿
泊
研
修

い
で
い
る
カ
ニ
が
い
て
、
冒
険

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
帰
り

は
息
が
合
う
よ
う
に
な
り
、
漕

ぎ
な
が
ら
周
り
の
景
色
も
見
ら

れ
ま
し
た
。
息
を
合
わ
せ
る
の

は
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
友
達

と
分
か
り
合
え
た
感
じ
が
し
ま

す
。

　

夕
食
作
り
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

　

一
番
の
思
い
出
に
な
っ
た
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
は
初
体
験
で
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
。
ペ
ア
の
友

達
と
息
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し

く
、
オ
ー
ル
が
そ
ろ
わ
な
い
の

で
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
進
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ
と
た
ど

り
着
い
た
無
人
島
に
は
見
た
こ

と
の
な
い
貝
殻
や
フ
ワ
フ
ワ
泳

友
達
と
分
か
り
合
え
た

一
年
Ｂ
組　

中
西
亜
友

　

学
外
の
小
中
学
生
を
対
象
に
開

催
し
て
い
る
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
が
八
月
二
十
五
日
に
行
わ

れ
、小
学
生
の
部
に
は
五
十
一
名
、

中
学
生
の
部
に
は
四
十
六
名
と
、

前
回
の
お
よ
そ
二
倍
と
な
る
過
去

最
多
九
十
七
名
が
参
加
し
た
。

　

小
学
生
の
部
で
は
英
語
教
育
が

必
修
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

ス
ピ
ー
チ
、
態
度
と
も
に
素
晴
ら

し
く
、
日
頃
の
英
語
学
習
へ
の
高

い
意
識
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
市
内

か
ら
の
参
加
者
が
増
え
た
中
学
生

の
部
で
は
ス
ク
リ
プ
ト（
原
稿
）の

内
容
が
良
く
、
ま
た
、
文
法
の
レ

ベ
ル
も
高
か
っ
た
。
と
く
に
受
賞

者
た
ち
は
発
音
、
抑
揚
、
姿
勢
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
も
に
甲
乙
つ
け

が
た
く
、
審
査
員
を
困
ら
せ
た
。

最
後
の
発
表
が
終
わ
る
ま
で
会
場

の
聴
衆
は
ス
ピ
ー
チ
に
聞
き
入

り
、
非
常
に
緊
張
感
の
あ
る
コ
ン

テ
ス
ト
と
な
っ
た
。

過
去
最
多
の
九
十
七
名
が
参
加

第
七
回
皇
學
館
中
学
校
・
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

役
割
を
一
人
ひ
と
り
が
き
ち
ん

と
果
た
し
、協
力
で
き
ま
し
た
。

宿
泊
研
修
は
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
多
く
、
今
ま
で
あ
ま
り
話

し
た
こ
と
が
な
い
人
と
も
共
同

作
業
が
き
っ
か
け
で
話
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
変
な
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
さ
の

方
が
大
き
か
っ
た
で
す
。「
も
っ

と
、
時
間
が
欲
し
い
な
!
」
と

思
い
ま
し
た
。

第
三
位

　

船
谷　

奈
那
（
朝
陽
中
学
校
）

特
別
賞

　

井
関　

小
百
合
（
セ
ン
ト
ヨ
ゼ
フ
）

　

福
田　

佳
加
（
赤
目
中
学
校
）

　

海
野　

里
央
名
（
朝
陽
中
学
校
）

　

島
田　

雄
大
（
一
志
中
学
校
）

【
小
学
生
の
部
】

《B
eginner

》

優　

勝

　

上
阪　

奈
那
（
Ｇ
．Ｅ
．Ｓ
英
会
話
）

準
優
勝

　

中
山　

聡
（e-kids English

）

特
別
賞

　

前
田　

光
（
大
湊
小
学
校
）

《A
dvanced

》

優　

勝

　

田
中　

乃
々
華
（
藤
水
小
学
校
）

準
優
勝

　

前
田　

さ
く
ら
（
大
湊
小
学
校
）

特
別
賞

　

元
水　

こ
こ
ろ
（
鈴
西
小
学
校
）

　

校
友
会
選
挙
が
行
わ
れ
三
人
の

新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。以
下
に
、

各
員
の
抱
負
を
掲
載
す
る
。

今
後
と
も
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

総
務
副
委
員
長　

二
年
六
組　

鬼
頭
雄
也

◆　
　

◆　
　

◆

　

私
は
皆
さ
ん
が
こ
の
学
校
を
卒

業
し
た
際
に
、
皇
學
館
高
校
に
進

学
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
校
則
を
変
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
校

内
の
雰
囲
気
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
皇

學
館
高
校
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
務
副
委
員
長　

二
年
六
組　

西
山
知
穂

　

防
災
の
日
の
九
月
一
日
、
皇
學

館
高
校
・
中
学
校
合
同
に
よ
る
防

災
避
難
訓
練
を
行
っ
た
。
三
限
目

の
授
業
中
の
十
時
二
十
分
、
震
度

五
〜
六
程
度
の
東
海
地
震
が
発
生

し
た
と
想
定
。
毎
年
改
定
し
て
い

る
「
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
基
に
、

教
室
内
で
安
全
を
確
保
し
た
後
、

先
生
方
の
誘
導
に
従
っ
て
旧
武
道

館
跡
と
精
華
寮
前
へ
避
難
し
た
。

〝
押
さ
な
い
・
走
ら
な
い
・
し
ゃ
べ

ら
な
い
〞
避
難
を
め
ざ
し
概
ね
ス

ム
ー
ズ
だ
っ
た
が
、
一
部
し
ゃ
べ

る
生
徒
も
。訓
練
後
の
講
話
で
は
、

ま
ず
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
す

る
と
同
時
に
、「
訓
練
に
真
剣
に
取

り
組
む
姿
勢
が
大
切
」
と
生
徒
に

訴
え
た
。

　
「
訓
練
で
意
識
付
け
を
す
る
こ

と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
臨
機
応

変
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
高
等
学
校
の
多
田
真
二
教

校
友
会

校
友
会
新新
役
員
決
ま
る

役
員
決
ま
る

　

こ
れ
か
ら
約
一
年
間
、
皇
學
館

高
校
の
代
表
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
し
っ
か
り
と
と
れ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
演
説
で
言
っ
た
よ

う
に
相
談
箱
の
設
置
な
ど
も
考
え

て
い
る
の
で
、
実
現
で
き
た
と
き

は
多
く
の
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ

い
。
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
期
待
に

応
え
、
皇
學
館
高
校
を
良
い
方
向

に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
務
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

総
務
委
員
長　

二
年
八
組　

山
口　

嵐

◆　
　

◆　
　

◆

　

私
は
校
友
会
総
務
副
委
員
長
と

い
う
立
場
か
ら
、
こ
の
学
校
を
良

く
す
る
た
め
の
道
筋
を
皆
さ
ん
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
示
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

頭
。
高
校
三
年
の
矢
野
翔
大
君
は

「
東
日
本
の
大
震
災
も
あ
っ
た
し
、

東
海
地
震
も
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
今
、
み
ん
な
の
意
識
は
上

が
っ
て
い
る
」、同
三
年
の
江
川
真

林
さ
ん
は
「
実
際
に
地
震
が
起
き

た
ら
先
生
の
誘
導
も
聞
こ
え
な
い

か
も
知
れ
な
い
の
で
、
真
剣
に
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
」

と
語
っ
て
い
た
。

　

生
徒
た
ち
は
教
科
書
で
は
得
ら

れ
な
い
異
文
化
体
験
を
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
や
大

切
さ
を
実
感
し
た
様
子
。
外
国
人

の
友
達
が
で
き
た
こ
と
で
視
野
も

広
が
り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
た
よ
う
だ
。
こ
の
研
修
を
契
機

に
彼
ら
が
世
界
に
目
を
向
け
、
日

本
を
代
表
す
る
国
際
人
と
し
て
成

長
し
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　

七
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
五
日

ま
で
の
二
週
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
に
あ
る
姉
妹
校

ロ
ー
ズ
ヒ
ル
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
カ
レ

ッ
ジ
に
お
い
て
生
徒
十
一
名
が
語

学
研
修
を
行
っ
た
。
行
き
は
台
風

の
影
響
に
よ
り
香
港
の
空
港
で
二

十
七
時
間
足
止
め
さ
れ
た
が
、
そ

れ
以
外
は
怪
我
人
や
病
人
が
出
る

こ
と
も
な
く
、
無
事
に
研
修
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

十
一
名
十
一
名
がが
メ
ル
ボ
ル
ン

メ
ル
ボ
ル
ン
でで
語
学
研
修

語
学
研
修

防
災
へ
の
意
識
付
け
を

中
・
高
合
同
で
防
災
避
難
訓
練

　

同
周
年
記
念
事
業
は
募
財
活
動
の
中
心
を
「
生
徒
の
教
育

活
動
支
援
」
に
置
い
て
お
り
、
八
月
三
十
一
日
現
在
の
募
金

状
況
は
次
の
通
り
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
賛
同
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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皇學館高等学校創立五十周年・皇學館高等学校創立五十周年・  寄付者芳名寄付者芳名皇學館中学校創立三十五周年記念事業皇學館中学校創立三十五周年記念事業

　個人情報保護に関する法律の施行に伴い、ご芳
名・金額等の掲載をご希望されない方々につきま
しては、別記とさせていただきました。
■同窓会会員／ 1名　■後援会賛助会員／ 2名

皇 學 館 学 園 報平成24年10月25日 　第40号　()６



創立百三十周年・再興五十周年記念事業
寄付金進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

634 778,347,000 772,637,000

734 81,934,000 79,799,000

56 40,020,000 39,900,000

1,892 101,241,000 101,241,000

109 63,570,000 62,330,000

260 60,372,000 60,132,000

合　　　計 3,685 1,125,484,000 1,116,039,000

募 集 人 数 345名（予定）

入 学 資 格 中学校卒業者および平成25年 3月卒業見込みの者

出 願 期 間 平成25年 1 月 8日㈫～16日㈬ 午前 9時～午後 3時まで
※ただし12日㈯・13日㈰・14日㈷は受付ができません。

出 願 手 続
●入学願書（本校所定の用紙）　●調査書（本校所定の用紙）　
●受検料 12,000円
※本校所定の用紙（郵便振替）にて、必ずゆうちょ銀行窓口で、お納めください。

入 学 検 査
【日　時】1 月29日㈫ 9時までに入場完了
【教　科】国語・数学・英語・理科・社会　【方式】マークシート方式
【検査場】皇學館高等学校

合 格 発 表 2 月 4日㈪に、合格通知を中学校と本人宛に発送します。
（電話によるお問い合わせには、お答えできません）

入 学 手 続 2 月15日㈮午後 3時までに、入学金45,000円を納入してください。
（本校所定の用紙にて、必ず銀行窓口でお納めください）

学　　 費

【入学時の経費】 教育充実費 200,000円
【入学後の経費】（月額） 授業料  21,500円 【参考】月額9,900円は国が負担（Ｈ24年度）
 教育充実費  10,000円
 その他  4,400円

特　　 典 皇學館大学への進学希望者には、附属高校特別推薦枠・入学金半額免
除などの特典があります。

推薦および
特別奨学生
に つ い て

❶「特別進学コース」「進学コース」それぞれのコースに専願・推薦制度
があります。
❷所属中学校長の推薦書により、学業・人物優秀と認められる生徒に対
しては学力特別奨学生としての特典が認められます。
❸県大会などで顕著な競技実績をもつと同時に、本学の授業内容を習
得できる学力を有し、人物面でも優秀な生徒に対しては、スポーツ・芸
術推薦及びスポーツ・芸術特別奨学生の制度があります。
（詳細はお問い合わせください）

皇學館高等学校  
平成25年度平成25年度 生 徒 募 集 要 項生 徒 募 集 要 項

A日程 B日程
募 集 人 数 約60名 約10名

入 学 資 格 平成25年 3月小学校卒業見込みの者（男女共学）

出 願 手 続 ●入学志願票（本校所定の用紙・受験票を含みます）
●受験料 12,000円（本校所定の用紙にてゆうちょ銀行窓口でお納めください）

出 願 期 間

平成24年12月10日㈪～26日㈬
午前 9時～午後 3時
※15日㈯は正午まで。16日㈰・22日㈯・
23日㈰・24日㉁は受付ができません。

平成25年 1 月15日㈫～19日㈯
午前 9時～午後 3時
※19日㈯は正午まで。
　

出 願 方 法

【持参する場合】 
出願書類を取りそろえ、所定の封筒に入れて学校事務室へ持参。

【郵送する場合】
出願書類と受験票返信用封筒（住所・氏名の記入、返信切手〈書留速達
代770円〉の貼付が必要）を所定の封筒に入れ、必ず書留速達で郵送。
➡〒516-8588 伊勢市楠部町138 皇學館中学校事務室 ☎0596－23－1398

試 験 日 時 平成25年 1 月12日㈯
午前 9時30分より

平成25年 1 月20日㈰
午前 9時30分より

試 験 教 科 国語・算数・作文（各50分・100点） 国語・算数（各50分・100点）

合 否 発 表
各家庭に郵送（電話によるお問い合わせにはお答えできません）

平成25年 1月15日㈫ 平成25年 1月23日㈬

合 格 者
登 校 日

平成25年 1月19日㈯
午前10時より本校にて

平成25年 1月26日㈯
午前10時より本校にて

入 学 手 続

入学金 45,000円 ＋ 教育充実費（入学時）150,000円 ＝ 計 195,000円
（所定の用紙にて銀行窓口でお納めください）

1 月18日㈮ 午後 3時までに
振り込んでください。

1 月25日㈮ 午後 3時までに
振り込んでください。

学 費
（月額）

●授業料 21,500円　●教育充実費 10,000円　
●その他 4,300円（保護者会費・後援会費・校友会費・図書費ほか）
※入学試験の成績優秀者は選考の上、特別奨学生として授業料免除の特典が
与えられます。

特 別
奨学生制度

人物優秀で、次のいずれかの基準を満たす者から選考し、入学金および
授業料の納入を免除します（入学を確約する者に限ります）。
❶入学試験の成績が特に優秀な者 ❷小学校長または学習塾長から学業
成績が特に優秀であると推薦され、入学試験の成績が優秀な者

皇學館中学校  
平成25年度平成25年度 生 徒 募 集 要 項生 徒 募 集 要 項
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周
年
記
念
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
蔭
様
を
も
ち
ま

し
て
盛
会
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
に
は
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
募

金
の
依
頼
は
昨
年
度
末
を
も

ち
終
了
い
た
し
ま
し
た
が
、
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創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

  

寄
付
者
芳
名

寄
付
者
芳
名

お
申
込
み
頂
き
ま
し
た
寄
付

金
に
つ
き
ま
し
て
は
継
続
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談

会
が
九
月
一
日
・
二
日
・
八

日
・
九
日
の
四
日
間
、
各
地

九
会
場
（
伊
勢
・
四
日
市
・

津
・
名
張
・
浜
松
・
名
古
屋
・

京
都
・
神
戸
・
福
岡
）に
て
開

催
さ
れ
た
。

　

各
会
場
で
は
、
大
学
・
学

園
の
現
況
を
報
告
す
る
全
体

会
、
教
員
と
保
護
者
が
直
接

膝
を
交
え
て
学
生
生
活
や
成

績
に
つ
い
て
話
を
す
る
個
別

懇
談
会
、
そ
し
て
、
軽
食
を

取
り
な
が
ら
、
保
護
者
と
教

員
さ
ら
に
は
保
護
者
同
士
が

親
交
を
深
め
る
た
め
の
懇
親

会
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
伊
勢
・
津
会
場

で
は
、
ミ
ニ
講
義（「
伊
勢
平

氏
の
誕
生
」
岡
野
教
授
、「
日

本
人
と
英
語
」川
村
准
教
授
）

が
実
施
さ
れ
、
普
段
、
学
生

が
ど
の
よ
う
な
講
義
を
受
け

て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端
を

感
じ
て
い
た
だ
い
た
。ま
た
、

四
日
市
会
場
で
は
「
卒
業
生

と
の
懇
談
会
」、福
岡
会
場
で

は
「
館
友
会
九
州
地
区
と
の

合
同
懇
親
会
」が
実
施
さ
れ
、

卒
業
生
と
就
職
情
報
な
ど
を

交
換
す
る
場
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
よ
り

約
二
割
増
の
ご
参
加
を
い
た

だ
い
た
。
今
後
も
、
保
護
者

の
方
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
べ
く

一
層
充
実
し
た
会
を
運
営
し

て
い
き
た
い
。

 

萼
の
会
事
務
局

99会場、のべ会場、のべ256256名が参加名が参加
平成24年度
萼の会地区別教育懇談会

　

名
古
屋
駅
前
で
映
画
館
を
経
営

し
て
い
ま
す
。娯
楽
の
王
様（
五
十

年
前
の
私
の
学
生
時
代
の
頃
）
と

言
わ
れ
た
映
画
産
業
は
、
現
在
は

マ
ル
チ
フ
レ
ッ
ク
ス
の
ス
タ
イ
ル

で
、
成
長
し
な
が
ら
生
き
残
っ
て

い
ま
す
。
我
々
の
学
生
時
代
か
ら

見
る
と
全
て
の
事
象
が
何
年
か
の

サ
イ
ク
ル
で
、
新
し
く
或
い
は
旧

に
復
し
な
が
ら
変
化
し
成
長
し
進

化
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
人
生
訓
は
「
人
生
は
賭
け

で
あ
る
。
勉
学
は
そ
の
確
率
を
た

か
め
る
も
の
で
あ
る
」
で
す
。
成

功
す
る
の
は
、
成
功
す
る
た
め
の

努
力
・
勉
学
を
常
に
し
て
い
た
人

だ
け
で
す
。
勉
学
は
学
校
で
習
う

勉
強
も
一
部
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と

服は
っ

部と
り 

清き
よ

純ず
み

氏　
中
日
本
興
業
株
式
会
社 

会
長

国
史
学
科
第
二
期
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
）卒ん

ど
が
普
通
に
生
活
し
て
い
る
中

で
学
ぶ
も
の
で
す
。
ほ
ん
の
少
し

興
味
を
ひ
い
た
こ
と
・
不
思
議
に

思
っ
た
こ
と
を
徹
底
し
て
追
及
し

て
い
く
探
究
心
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

例
え
ば
有
名
な
お
菓
子
屋
さ
ん

で
美
味
し
い
菓
子
を
食
べ
た
と
し

ま
す
。
美
味
し
い
と
言
っ
て
食
べ

る
の
は
た
ん
な
る
客
で
す
。
何
故

美
味
し
い
の
か
、
何
が
美
味
し
い

の
か
、
材
料
に
は
何
が
使
わ
れ
て

い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気

で
食
べ
る
の
が
美
味
し
い
の
か
、

他
の
店
と
は
ど
こ
が
違
う
の
か
等

い
ろ
い
ろ
考
え
追
求
す
る
こ
と
が

勉
学
で
あ
り
、
そ
の
世
界
で
成
功

で
き
る
人
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

大
学
の
勉
強
で
も
同
じ
で
す
。

講
義
を
漫
然
と
聞
き
納
得
す
る
の

で
は
な
く
、
先
生
の
教
え
る
こ
と

は
間
違
っ
て
い
な
い
か
、
違
う
考

え
方
は
な
い
の
か
、
別
な
方
法
は

な
い
の
か
と
常
に
疑
問
を
も
っ
て

追
求
す
る
と
こ
ろ
か
ら
最
高
学
府

の
大
学
生
と
し
て
の
勉
学
が
始
ま

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
の
学
生
時
代
と
違
い
難
し

く
複
雑
な
社
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
抜

く
た
め
に
は
何
故
ど
う
し
て
の
精

神
で
臨
み
、
最
後
は
良
く
考
え
て

自
分
の
意
思
で
決
定
し
、
自
分
の

責
任
で
人
生
を
送
り
た
い
も
の
で

す
。 皇中祭皇中祭

第3回第 3回学校見学会学校見学会 開催日●11月17日㈯

第 2回第 2回学校説明会学校説明会 日時●11月18日㈰ 9：30～
場所●本校セミナーホール
　　　および各教室

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ

11月3日㈷ 合唱コンクール・合唱同好会発表
記念行事

11月4日㈰ 皇學館高校吹奏楽部演奏
クラス展示・保護者会バザー・軽食販売など

イベント開催の
お知らせ

　

予約不要

皇 學 館 学 園 報()　第40号 平成24年10月25日７



イベント情報（10～12月）

編
集
後
記

◆
古
事
記
撰
上
千
三
百
年
記
念
行

事
で
は
、
数
々
の
舞
台
や
テ
レ
ビ

番
組
で
活
躍
中
の
平
野
啓
子
さ
ん

を
お
招
き
し
ま
し
た
。
優
雅
な
衣

装
に
身
を
包
ん
だ
平
野
さ
ん
の
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
迫
真
の
語
り
に
学

生
た
ち
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
本
学
毛
利
教
授
に
よ
る
講
演

は
、
古
事
記
に
お
け
る
世
界
観
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
古
事
記

フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
入
門
者
に
も

満
足
頂
け
る
内
容
で
し
た
。
今
回

の
記
念
行
事
は
学
内
行
事
と
し
て

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
は
こ
の

よ
う
な
催
し
を
通
し
て
古
事
記
の

魅
力
を
広
く
一
般
の
方
に
伝
え
て

い
く
こ
と
も
本
学
の
重
要
な
使
命

の
一
つ
と
考
え
ま
す
。 【
企
画
部
】

子ども子どもとと学生学生がが共共にに成長成長
夏休み子どもキャンプ2012

　

一
泊
二
日
、
二
泊
三
日
の

二
コ
ー
ス
が
組
ま
れ
た
今
回

の
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
あ
わ
せ

て
二
十
八
名
の
小
学
生
が
参

加
し
た
。
内
容
は
一
之
瀬
川

で
の
川
遊
び
や
〝
環
境
に
や

さ
し
い
〞
カ
レ
ー
＆
サ
ラ
ダ

作
り
、
伊
勢
の
名
所
を
散
策

す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
芝
生

広
場
で
の
一
人
寝
体
験
な

ど
。
子
ど
も
た
ち
に
自
然
の

中
で
の
共
同
生
活
を
通
し
て

協
調
性
や
自
立
心
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
と
、
叶
教
授
指

導
の
も
と
、
教
員
を
め
ざ
す

ゼ
ミ
生
十
四
人
が
中
心
と
な

っ
て
運
営
し
計
画
を
練
っ

た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
く
た

め
同
じ
小
学
校
の
児
童
や
友

達
で
か
た
ま
ら
な
い
よ
う
、

四
、
五
人
ず
つ
の
班
に
分
か

れ
ス
タ
ー
ト
。
最
初
は
知
ら

な
い
者
同
士
表
情
が
硬
か
っ

た
子
ど
も
た
ち
も
、
川
遊
び

を
楽
し
ん
だ
り
力
を
あ
わ
せ

て
一
つ
の
作
業
に
取
り
組
む

う
ち
に
生
き
生
き
と
し
た
笑

顔
を
見
せ
る
よ
う
に
。
環
境

に
や
さ
し
い
カ
レ
ー
と
サ
ラ

ダ
は
ど
う
し
た
ら
作
れ
る
の

か
、
班
ご
と
に
話
し
合
っ
た

際
に
は
、「
野
菜
を
小
さ
く
切

る
と
火
の
通
り
が
早
く
な

り
、
嫌
い
な
も
の
で
も
食
べ

ら
れ
る
か
ら
食
べ
残
し
が
少

な
く
な
る
」
と
い
っ
た
意
見

が
子
ど
も
た
ち
か
ら
出
た
と

い
う
。

　
「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
生

活
に
ま
つ
わ
る
実
体
験
が
乏

し
い
。
た
と
え
ば
、
夜
、
星

空
を
眺
め
な
が
ら
一
人
で
野

外
に
寝
る
と
恐
か
っ
た
り
寂

し
か
っ
た
り
し
て
い
ろ
ん
な

こ
と
を
感
じ
ま
す
。
そ
う
し

た
機
会
を
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で

提
供
で
き
れ
ば
」と
叶
教
授
。

学
生
に
と
っ
て
も
子
ど
も
た

　

八
月
三
日
・
四
日
、
同
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
、
本
学
教
育
学
部
・
叶
俊
文
教
授

の
ゼ
ミ
活
動
の
一
環
と
し
て
〈
夏
休
み
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
〉
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

小
学
三
年
〜
六
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、〝
生
き
る
力
〞
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
企
画
さ

れ
た
も
の
。
も
と
は
名
張
学
舎
で
毎
年
開
い
て
い
た
が
、
伊
勢
地
域
で
は
今
回
が
初

め
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

ち
の
笑
顔
と
成
長
は
大
き
な

喜
び
に
な
っ
た
。
教
育
学
科

三
年
の
石
坂
健
太
君
は
、「
最

初
は
指
示
し
な
け
れ
ば
で
き

な
か
っ
た
料
理
も
、二
回
目
、

三
回
目
に
な
る
に
つ
れ
自
分

た
ち
で
考
え
て
動
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
手
応
え
を

感
じ
た
様
子
。
同
宮
瀬
遥
さ

ん
も
、「
年
下
の
子
ば
か
り
の

班
に
当
た
り
ポ
ツ
ン
と
一
人

離
れ
て
い
た
五
年
生
の
女
の

子
が
、
一
緒
に
過
ご
す
う
ち

に
だ
ん
だ
ん
打
ち
解
け
る
よ

う
に
な
っ
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
時
に
は
下
の
子
の
手
を

引
い
て
楽
し
そ
う
に
歩
い
て

い
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

史
料
編
纂
所
の
公
開
講
座
が
二
十
周
年

　

毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
本
学
史

料
編
纂
所
の
公
開
講
座
は
、
歴
史

に
関
心
を
持
つ
一
般
の
方
を
対
象

に
、
史
料
に
基
づ
い
て
わ
か
り
や

す
く
歴
史
を
語
る
講
座
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
は『
日
本
書
紀
』

『
古
事
記
』
を
統
一
テ
ー
マ
と
し

て
、
遠
藤
慶
太
・
荊
木
美
行
・
岡

田
登
の
三
名
の
所
員
に
よ
る
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

タ
イ
ト
ル
は
「『
任
那
』
を
た
ず
ね

て
」・「
神
功
皇
后
紀
と
好
太
王
碑

文
」・「
三
重
の
采
女
と
伊
勢
の
大

鹿
氏
」
で
す
。
対
外
関
係
記
事
や

三
重
の
采
女
伝
承
を
通
し
て
古
代

史
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

夏
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
る
こ
の
公
開
講
座
で
す

が
、
じ
つ
は
今
回
が
節
目
と
な
る

二
十
回
目
の
講
座
で
し
た
。
平
成

五
年
、
最
初
の
講
座
を
ふ
り
か
え

っ
て
み
ま
す
と
、
当
時
の
所
長
・

渡
辺
寛
先
生
に
よ
る
「
木
簡
総

論
」、
荊
木
・
岡
田
所
員
が
そ
れ
ぞ

れ
「
木
簡
と
律
令
制
」「
伊
勢
伊
賀

志
摩
国
関
係
の
木
簡
」、そ
し
て
奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所（
当
時
）の

綾
村
宏
先
生
を
招
き
「
平
城
京
と

長
屋
王
家
の
木
簡
」
を
講
演
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
に
は
毎
年
欠
か
さ
ず
熱

心
に
参
加
さ
れ
る
顔
な
じ
み
の
方

も
多
く
、
皇
學
館
は
社
会
に
開
か

れ
た
大
学
と
し
て
、
こ
の
二
十
年

間
、
地
域
の
方
に
生
涯
学
習
の
機

会
と
場
所
を
提
供
し
て
き
ま
し

た
。今
回
は
感
謝
の
意
味
も
込
め
、

公
開
講
義
が
終
了
し
て
か
ら
岡
田

登
所
長
よ
り
連
続
受
講
の
方
の
表

彰
な
ら
び
に
記
念
品
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

遠
藤
慶
太

勾
玉
作
り
に
挑
戦

勾
玉
作
り
に
挑
戦

神
道
博
物
館
◆
夏
休
み
親
子
教
室

　

毎
年
好
評
を
得
て
い
る
神

道
博
物
館
の
「
夏
休
み
親
子

教
室
」
が
七
月
二
十
五
日
・

二
十
八
日
の
二
日
間
、
徴
古

館
で
開
催
さ
れ
、
親
子
約
二

十
名
が
参
加
し
た
。

　

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
田
中
久
生
先
生
、
奥

田
勝
久
先
生
を
講
師
に
招
き

開
か
れ
た
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
ま
が
た
ま
を
作
ろ
う
」。
古

代
の
装
飾
品
で
あ
る
勾
玉
は

縄
文
時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ

れ
、
動
物
の
歯
牙
に
穴
を
あ

け
首
に
か
け
る
こ
と
で
お
守

り
や
魔
除
け
の
意
味
合
い
が

あ
っ
た
と
い
う
。
弥
生
時
代

に
は
石
で
作
る
よ
う
に
な

り
、
日
本
各
地
の
古
墳
や
遺

跡
か
ら
ヒ
ス
イ
製
や
メ
ノ
ウ

製
の
勾
玉
が
多
く
出
土
し
て

い
る
。

　

教
室
で
は
〈
ろ
う
石
〉
と

呼
ば
れ
る
半
透
明
の
柔
ら
か

い
石
を
使
っ
て
勾
玉
作
り
が

行
わ
れ
た
。
鉛
筆
で
好
み
の

形
を
石
に
描
き
、
サ
ン
ド
ペ

ー
パ
ー
で
不
要
な
部
分
を
削

っ
て
い
く
参
加
者
た
ち
。
石

の
粉
で
手
を
真
っ
白
に
し
な

が
ら
、
親
子
と
も
ど
も
無
心

で
削
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
今

年
で
七
回
目
と
い
う
常
連
組

の
母
娘
は
春
慶
塗
り
や
染
物

な
ど
毎
年
違
う
テ
ー
マ
に
取

り
組
め
て
楽
し
い
と
話
し
、

「
勾
玉
が
手
作
り
で
き
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
驚
い

て
い
た
。
神
社
小
学
校
四
年

の
女
児
は
「
く
ぼ
み
を
削
る

の
が
難
し
か
っ
た
」
と
言

い
、「
最
後
に
水
で
磨
く
時
、

だ
ん
だ
ん
ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ

て
い
く
の
が
面
白
か
っ
た
」

と
嬉
し
そ
う
に
語
っ
た
。

　

勾
玉
作
り
の
後
は
今
年
四

月
、
外
宮
ま
が
た
ま
池
の
ほ

と
り
に
開
館
し
た
「
せ
ん
ぐ

う
館
」へ
移
動
。

外
宮
正
殿
東
側

の
四
分
の
一
部

分
を
原
寸
大
で

再
現
し
た
精
巧

模
型
や
御
装
束
神
宝
の
製
造

工
程
の
様
子
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
は
数
々
の
展
示
物
に
興

味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い

た
。
模
型
を
目
に
し
た
男
性

は
、「
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
。

伊
勢
に
居
な
が
ら
式
年
遷
宮

の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、
今
日
は
い
い
勉

強
に
な
っ
た
」
と
語
っ
て
い

た
。

　

一
行
は
そ
の
後
外
宮
を
参

拝
し
て
解
散
。
ど
の
参
加
者

も
手
作
り
し
た
勾
玉
を
首
に

か
け
、
満
足
し
た
様
子
だ
っ

た
。

　
本学ホームページ

共催講座（近鉄文化サロン阿倍野） 有料
近鉄文化サロン阿倍野 70120‒106‒718
神道博物館教養講座

0596‒22‒6471
皇學館大学企画部 0596‒22‒6496

／
／

10月
 28●日   　 431教室
  第13回高校生英語スピーチコンテスト

11月
 2●金～24●土
    　 佐川記念神道博物館 2階 第 2展示室
  平成24年度皇學館大学博物館学芸員課程卒業展示
 10●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「神道の作法～伝統の心と技～⑵」

◆◆本澤雅史 文学部教授
 13●火   創立百三十周年・再興五十周年記念特別講座 224教室
  古事記の世界◆◆東京大学大学院人文社会系研究科

教授・本学客員教授　菅野覚明氏
 15●木   現代日本学会・特別講演会 621教室
  私はなぜ熊野に来たのか。何を発信してい

るのか◆◆元朝日新聞論説副主幹　桐村英一郎氏
 17●土   古文書講座 712教室
  古文書を読もう!（近代）◆◆谷口裕信 文学部准教授
  　土   月例文化講座 431教室
  ことばと文化の諸相◆◆山田やす子 文学部教授
  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  古事記を読む「第 1代神武天皇・中」

◆◆白山芳太郎 文学部教授
 24●土   神道博物館教養講座 佐川記念神道博物館講義室
  伊勢の神宮を語るⅠ　日本文化の源流を考える　

「神宮式年遷宮の歴史」
◆◆井後政晏 文学部教授

  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　

「八坂神社における神道と仏教」
◆◆河野訓 文学部教授

 29●木   経営戦略セミナー（第 2回） 621教室
  《未定》◆◆東海旅客鉄道㈱代表取締役会長・本学客員

教授　葛西敬之氏

12月
 1●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「神社に伝わる道教文献」

◆◆松下道信 文学部講師
 6●木   第22回現代日本塾 621教室
  輝いてこそ、華　国際日本学と私学教育　

◆◆私立大学連盟副会長・学校法人明治大学学事顧問
　納谷廣美氏

 8●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  古事記を読む「第 1代神武天皇・下」

◆◆白山芳太郎 文学部教授
  　日   月例文化講座 431教室
  中国の茶文化について◆◆張磊 文学部教授
 11●火   創立百三十周年・再興五十周年記念特別講座 ウインクあいち（名古屋駅前）
  日本の再生◆◆数学者・作家・お茶の水女子大学名誉

教授・本学客員教授　藤原正彦氏
 15●土   古文書講座 712教室
  古文書を読もう!（近代）◆◆田浦雅徳 文学部教授
  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「聖徳太子と公務員」

◆◆新田均 現代日本社会学部教授
 22●土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  特別公開講座「神道の作法～伝統の心と技～⑶」

◆◆本澤雅史 文学部教授
  　土   皇學館大学共催講座 近鉄文化サロン阿倍野
  神道と仏教　神社仏閣に見る神仏習合と神仏分離　

「松尾大社における神仏習合と神仏分離」
◆◆河野訓 文学部教授
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